
WG2 （格子状改良工法検討ＷＧ）　調査計画（案） 
 
１．検討項目と概要 
(1) 数値解析による液状化防止効果の評価 
 格子状地盤改良を適用するにあたり、浦安市の戸建て住宅地における状況を反映した街区モデ

ルを設定し、道路を含めた一体的な改良体配置を検討する。そして、浦安市の地盤特性を反映し

た地盤モデルを作成して地震応答解析を実施し、レベル 1 地震動に対して液状化防止が可能な改

良体の仕様を抽出する。また、レベル 2 地震動に対してどのような現象が生じるかを予測する解

析も実施する。 
＜検討内容＞ 
・格子状地盤改良を適用する街区モデルの設定（各 WG 共通事項） 
・浦安市の標準となる地盤モデルの設定（各 WG 共通事項） 
・格子状地盤改良体配置の検討 
・格子状改良を含めた地震応答解析の実施 
・対象地震動に対する液状化防止効果の定量的評価 
 
(2) 格子壁の施工方法の検討、格子壁の品質評価 
既設建物や埋設管の有無など施工条件により適用可能な施工法の選定を行う。選定された施工

法に対し、適用に際して課題となる問題点について検討する。 
＜検討内容＞ 
【施工法の検討】 
・想定される施工パターン（既設、新設）による施工条件の整理 
・各条件における最適工法の選択（図 1） 
・適用に際しての課題の抽出と解決策の検討 
・排泥土の取り扱い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【品質評価】 
・設計面、施工面、品質面において格子壁に求められる評価項目の確認（表 1） 
・選定工法において、文献調査等による品質確認事例の収集 
・品質確認法の検討（改良径および改良強度など） 
 
 

設計面 設計基準強度、変動係数、・・・ 
施工面 掘削(削孔)能力、掘削(削孔)精度、・・・ 
品質面 改良径の確認法、・・・ 

 
 
 
 
 

高圧噴射工法 機械攪拌式深層混合処理工法 

図 1 検討工法の例

表 1  評価項目の例 
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(3) 道路・周辺宅地等への影響評価 
格子状地盤改良を行った場合の、道路・周辺宅地への影響評価を行う。選定された工法で格

子状地盤改良を施した場合の周辺に及ぼす物理的な影響について検討する。また、影響が出

ると判断された場合は、工法適用に向けた変位抑制対策についても検討を行う。 
 
＜検討内容＞ 
・選定工法において、文献調査等による変位計測事例の収集 
・各工法における変位発生メカニズムの把握と変位抑止対策の検討（側方変位、地表面への影響

など） 
・周辺地下水への影響評価（文献調査等） 
 
(4) 事業費の算定 
設定した街区モデルに格子状地盤改良を行った場合の事業費の算定を行う。検討対象は図 3 の

ような 20 棟を 1 つの街区とし、1,5,27 街区を一体で施工する場合の事業費を算定する。なお、事

業費は格子状地盤改良の施工方法によって異なるので、事業費を算定するケースを抽出しケース

ごとに行う。さらに、公共部分である道路と民有地の内訳を試算し、住宅所有者 1 戸あたりの負

担額を算出する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 検討対象街区 
２．検討スケジュール 
 格子状 WG の検討スケジュール(案)を表 2 に示す。 

 
表 2 スケジュール(案) 

 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 
WG       

(1) 数値解析による

液状化防止効果の

評価 

      

(2) 格子壁の施工方

法の検討、格子壁の

品質評価 

      

(3) 道路・周辺宅地

等への影響評価 
      

(4) 事業費の算定 
 

      

 
 
３．参照資料 
 浦安市液状化対策工法の実証実験 

条件調整 解析実施 修正解析 

まとめ 

まとめ 

まとめ 

施工条件整理 

事例収集 

課題と解決策 

対策の検討 
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